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本日の流れ

①学校紹介

②R５年度スクールエンパワーメント推進事業について

【報告】学校図書館を充実・活用するためのモデル校

（GTM）の１年目・2年目の取組み

③成果と課題

④片岡則夫先生の指導助言・講演



①学校紹介

貝塚市立第三中学校

全校生徒…６４０人
クラス数…５クラス（２・３年生）

6クラス（１年生）
あゆみの丘・分教室

《中学校区》

木島小学校・東山小学校・葛城小学校
葛城認定こども園・木島認定こども園

貝塚市の２/３が三中校区



自主 自ら考え、判断し、行動して結果に責任を持てる生徒の育成

勤勉 常に目標を持ち、その達成のために日々努力を惜しまない 生徒の育成

敬愛 自尊感情を高め、他者の人格を尊重し、誠実に人や社会と向き合う

ことのできる生徒の育成

校訓

校訓「自主・勤勉・敬愛」の精神をもとに、健康や

安全に留意し、心豊かでたくましく成長する生徒の

育成をめざす。

学校教育目標

①学校紹介



生徒の特徴

・多様な考え方やルーツを背景に持つ生徒が通う。
（農村地域、府営住宅地域・15年前に開発されたニュータウン

など多様な成り立ちを持つ地域が混在）

（校区内には児童養護施設や児童心理治療施設がある。）

・生徒一人ひとりが持つ力は高い。

学習や学校行事など取組みの中で驚く力を発揮することもある。

①学校紹介



生徒の課題

課題① 学習に苦手意識があり、自己肯定感が低い。
粘り強く学習に取り組めず、学びから逃げる。

課題② 自分の考え・意見を出せないため、人間関係を
うまく築けず、つながれない。ＳＯＳの発信が
苦手。

①学校紹介



②GTM（学校図書館モデル校）の取組み

大阪府全ての子どもたちの学力を向上させる

【S】
確かな学びを
はぐくむ学校
づくり推進校

【T】
学校図書館を充実・
活用するためのモデ
ル校

【U】
国語の授業づくり
モデル小学校

【V】
スマートスクール
実現モデル校

東山小学校



②GTM（学校図書館モデル校）の取組み

大阪府の子どもたちの学力を向上させる

【T】学校図書館を充実・活用するためのモデル校

問題発見・解決能力情報活用能力言語能力

学習の基盤となる資質・能力



②GTM（学校図書館モデル校）の取組み

2017年・学力向上研修での結論
三中における学力＝「学ぶ力」と「教える力」

2019年 文科省指定人権教育総合推進地域事業（3年間）
「子どもたちが思いを語り、認め合い、つながる力を育成する校区」

《学力・授業部会》
「安心して発言でき、子ども同士の意見がつながる」の授業づくり

2022年～ 学校図書館活用の授業実践を通して
「学び合い・教え合い」の授業づくり

学力向上の取組み



②GTM（学校図書館モデル校）の取組み

学力向上の取組み



これまでの三中図書館(学校図書館）

⑤学校全体で読書活動、学習支援、情報収集・選択・活用能力
の育成等のため、頻繁に活用されている。

④時々、授業（調べ学習・課題発見・解決学習）に
使用される。

③時々、授業（読書活動・読書指導）に使用される。

②本が好きな児童生徒や教職員だけが時々
訪れる。

①自由に出入りできない、会議室等
として使用している。

果たしている機能
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三中図書館(学校図書館）

⑤学校全体で読書活動、学習支援、情報収集・選択・活用能力
の育成等のため、頻繁に活用されている。

④時々、授業（調べ学習・課題発見・解決学習）に
使用される。

③時々、授業（読書活動・読書指導）に使用される。

②本が好きな児童生徒や教職員だけが時々
訪れる。

①自由に出入りできない、会議室等
として使用している。

果たしている機能

読
書
セ
ン
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R4の目標

R５の目標



これまでの読書推進活動

朝の読書（１・２年生）

図書委員会（出張図書館・本のおみくじ）

読み聞かせボランティアとの連携



読書活動の推進（R4・５～）

★朝の読書（今年度より全学年で実施）

図書委員会（出張図書館など）

読み聞かせボランティアとの連携

★生徒会…三中ギネス（読書部門）

★図書文芸部
（本をどれだけ読めるか大会・ビブリオバトル・

ブックカフェ・映画観賞会などのイベント企画）

★国語科…ビブリオバトル



学校図書館を活用した

授業実践について

１年目～２年目の取組み



第１回 校内研修（６月）

・図書館SE事業について

・学校図書館の機能・活用方法

・情報活用について



図書館活用の実践（R4）

国語（２年）
説明文「クマゼミ増加の原因」から

オリジナル「〇〇の原因を探る」

数学（２年）
「連立方程式～和算を調べよう」

社会（１年）
「ヨーロッパ州の工業・農業」【１学期】

国語（３年）
ブックトーク



数学（２年）「連立方程式～和算を調べよう」

和算の良さ
・ストーリー性がある。
・身近で数学に馴染み
やすい。
・動物や物語に例えていて
考えやすい。
・イメージしやすい。
・応用がきく。

西洋数学の良さ
・分からないところを文字
に置き換えられる。
・汎用性が高い。
・計算しやすい。
・公式を覚えると早く解ける。



第２回 校内研修（８月・１０月）

・講義
学校図書館を活用した授業づくりの視点と
読書活動の活性化

・各教科で図書館活用案を検討

講師：大阪国際児童文学振興財団
理事：土居安子さん



国語（２年）
説明文：君は「最後の晩餐」を知っているかから

鑑賞文に挑戦しよう！「君は〇〇を知っているか」

家庭科（１年）
「環境や社会に配慮した衣生活」

総合的な学習の時間（あゆみの丘）
わくわく・どきどきSDGｓジュニアプロジェクト

「環境や資源に配慮した生活」

図書館活用の実践（R4）

【２学期】



図書館活用の実践（R4）

保健体育（３年）
スポーツ調べ

英語（２年）
「こんな人になりたい」

理科（３年）
「～自然環境の調査と保全～

外来生物や絶滅の危機にある生物」

【３学期】

英語（１年）
「Interact 人物を紹介しよう」



図書館活用の実践（R５）

何事も計画から！
４月に各教科で計画を立ててもらいました。





図書館活用の実践（R５）

【１学期】

理科（２年）
「～動物のからだのつくりとはたらき～

はたらく細胞・はたらく臓器」

総合的な学習の時間（あゆみの丘）

「北海道について調べよう」



図書館活用の実践（R５）

【２学期】
国語（２年）
「～『モアイは語る―地球の未来』～

「○○は語る～なぜ〇〇は…なのか」

社会（２年）
「当時の人々の暮らしを考えよう」

技術（２年）
「情報の技術 ～情報の真偽を確かめよう～」

家庭科（２年）
「地域の食材と郷土料理について調べてまとめよう」



評価・評定での位置づけ（全教科）

（R4）教科の力を伸ばす読書・調査等

観点３ 「学びに向かう力」における
「主体的に学習に取り組む態度」

（R5）教科の力を伸ばす書籍活用(含読書)・調査等



学校図書館を
活用するための取組み

１年目～２年目の取組み



《書籍検索システムの開発（R4）》

学校図書館書籍検索システム 貝塚市民図書館書籍検索システム

環境整備①



環境整備①《書籍の収集体制》

・市民図書館との連携
・ひまわり号（巡回図書館）
山手地区公民館の図書館の活用

・三中校区全体での連携（R5）
図書事務員を中心に、各校図書担当者で構成
した担当者会で相互貸借システムの実験中



《校区支援体制の構築（R5）》環境整備①



東山小学校の並行読書の取組み

校区内で書籍を貸借して各校の取組みを
サポート
※三中図書館の書籍もあります。

図書事務員の配置により

学校司書と図書館担当者と連携した、

校区内の各学校図書館の環境整備や

（校区内で統一した配架など）

図書館活用の授業のサポートを担う。



班活動

環境整備②《学習環境（R４）》

調べ学習

学習机９台→11台

模造紙・マジック・プロジェクター常設



環境整備②《学習環境》

活用の手順を掲示（R5）①

知
る

②

つ
か
む

③

集
め
る
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め
る

⑤
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え
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う



自習スペース

環境整備②《学習環境（R４）》



撮影当時はカーテン交換の交渉中でした

環境整備③《ホッとステーション…居場所づくり》

開放感のあるレイアウトに（R4）
棚を移動させ、奥まで見通せ

るように



光が適度に入り明るい図書館に（R４）

環境整備③《ホッとステーション…居場所づくり》

暗幕からカーテンへ



ゴロゴロできる畳スペース（R4）

環境整備③《ホッとステーション…居場所づくり》



どこでも
ゴロゴロできる
絨毯敷き（R5）

環境整備③《ホッとステーション…居場所づくり》



取組みの成果

・昨年度は本の貸出冊数に伸び悩みがあった。
・今年度は来館者数が毎日１０名以上はおり、貸出冊数も
２学期の目標（1500冊）に達している。

・自習するスペースで勉強する姿や畳スペースや絨毯で
ゴロゴロしたり、放課後友達同士でおしゃべりをしたり
様々な生徒の姿がある。

☆生徒の利活用が増えた



取組みの成果

・「書籍は使ってみて活用できる資料かどうかが分かった。
図書室があるからいつでもできると思いがちだが、
授業を組み立てる段階で、書籍やパンフレット資料など
教師から要望をあげていくことで、書籍が充実していく
ことを感じた。」（実践した先生のコメントより）

☆学校図書館が活性化した

活用しづらい書籍や情報の古い書籍などの入れ替えや
必要な書籍の購入など新陳代謝が図られました



取組みの成果（数値的な変化）

アンケート項目 現状参考値 1学期 ２学期

本を読むことが好き

57.7% 63.9%
図書委員会主催の活
動や、昼休み・放課
後に学校図書館に、
月1回以上行ったこと
がありますか

17.5% 35.3%

12
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト



今後の課題

・国語科を中心とした教科全体での
継続的な実践

・図書館の書籍資料とIＣＴとの併用

・書籍資料の収集における他校との連携

・実践をする際のテーマ決め



取組みから見えた課題（数値的な変化）

アンケート項目 現状参考値 1学期 ２学期

本やインターネット
などで調べたことを
もとに、自分の考え
をまとめて書いたり、
話したりしている

42.1% 41.1%

学校図書館での学習

や、本や資料を使っ

て調べることは楽し

い

56.3% 54.2%

12
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト



ご清聴ありがとうございました


